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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年6月10日(2021.6.10)

【公開番号】特開2019-193229(P2019-193229A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-87543(P2018-87543)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/235    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/238    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/243    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/097    (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2021.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ９３９　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ０００　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ０３０　
   Ｈ０４Ｎ    5/235    ３００　
   Ｈ０４Ｎ    5/238    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月6日(2021.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絞り値、シャッター速度、ＩＳＯ感度の少なくとも１つの露出制御パラメータの設定値
を１／ｎ段ステップ（ｎは８以上の整数）で設定可能な設定手段と、
　１／ｎ段ステップで設定された前記露出制御パラメータの設定値を、１段ステップでの
数値と、１段未満の段数を示す段数表現とで表示するように制御する表示制御手段と、
　を有し、
　前記設定手段での前記露出制御パラメータの設定値の設定ステップを１／２段ステップ
と１／３段ステップの少なくとも一方でも設定可能であり、
　前記表示制御手段は、１／２段ステップまたは１／３段ステップで設定された前記露出
制御パラメータの設定値は、１段未満の段数を示す前記段数表現を用いずに表示するよう
に制御することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記露出制御パラメータの設定値を１段ステップでも設定可能であり
、
　１／ｎ段ステップで設定された前記露出制御パラメータの設定値として表示される前記
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１段ステップでの数値の部分は、前記設定手段によって１段ステップで設定可能な値のう
ち、前記設定値以下で最も近い値であることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記段数表現として、前記１段未満の段数を示す分数を表示する
ように制御する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記１段未満の段数を示す前記分数を、分母をｎとして約分せず
に表示するように制御する
　ことを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記１段未満の段数がｍ／ｎ（ｍは１以上ｎ未満の整数）である
場合に、前記段数表現としてｍ個の指標を表示するように制御する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記設定手段での前記露出制御パラメータの設定値の設定ステップを切り替える切替手
段を更に有し、
　前記露出制御パラメータの設定値が１／２段ステップまたは１／３段ステップで設定さ
れた状態から、前記設定手段の前記設定ステップが１／ｎ段ステップに切り替えられた場
合、前記表示制御手段は、１／２段ステップまたは１／３段ステップで設定された前記設
定値を変更することなく、前記設定値の表示形態を前記設定ステップの切り替え前から変
更し、前記設定値を、１段ステップでの数値と、１段未満の段数を示す前記段数表現とで
表示するように制御する
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記露出制御パラメータは、絞り値である
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記１／ｎ段ステップで設定された絞り値の設定値を動画撮影に適用し、静止画撮影に
は前記１／ｎ段ステップで設定された絞り値の設定値を適用せずに、他の設定ステップで
設定された絞り値を適用する
　ことを特徴とする請求項７に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記露出制御パラメータは、シャッター速度である
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記露出制御パラメータは、ＩＳＯ感度である
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記露出制御パラメータを用いて撮像を行う撮像装置と通信する通信手段を更に備え、
　前記通信手段は、前記撮像装置が用いるための前記露出制御パラメータとして前記設定
手段で設定された設定値を前記撮像装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記設定手段で設定された設定値に基づいた撮影を行う撮像手段を更に有する
　ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　絞り値、シャッター速度、ＩＳＯ感度の少なくとも１つの露出制御パラメータの設定値
を１／ｎ段ステップ（ｎは８以上の整数）で設定可能な設定工程と、
　１／ｎ段ステップで設定された前記露出制御パラメータの設定値を、１段ステップでの
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数値と、１段未満の段数を示す段数表現とで表示するように制御する表示制御工程と、
　を有し、
　前記設定工程では、前記露出制御パラメータの設定値の設定ステップを１／２段ステッ
プと１／３段ステップの少なくとも一方でも設定可能であり、
　前記表示制御工程では、１／２段ステップまたは１／３段ステップで設定された前記露
出制御パラメータの設定値は、１段未満の段数を示す前記段数表現を用いずに表示するよ
うに制御することを特徴とする電子機器の制御方法。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の電子機器の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の電子機器の各手段として機
能させるためのプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明は、絞り値、シャッター速度、ＩＳＯ感度の少なく
とも１つの露出制御パラメータの設定値を１／ｎ段ステップ（ｎは８以上の整数）で設定
可能な設定手段と、１／ｎ段ステップで設定された前記露出制御パラメータの設定値を、
１段ステップでの数値と、１段未満の段数を示す段数表現とで表示するように制御する表
示制御手段と、を有し、前記設定手段での前記露出制御パラメータの設定値の設定ステッ
プを１／２段ステップと１／３段ステップの少なくとも一方でも設定可能であり、前記表
示制御手段は、１／２段ステップまたは１／３段ステップで設定された前記露出制御パラ
メータの設定値は、１段未満の段数を示す前記段数表現を用いずに表示するように制御す
ることを特徴とする電子機器を提供する。
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